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令和６年度第４回北海道総合教育会議 議事録 

 

１ 日時 

令和７年１月３０日（木） 午前９時３０分開会 

 

２ 場所 

ホテルポールスター札幌 ２階 セレナード 

 

３ 構成員の出欠状況 

（１）出席 

鈴木知事、中島教育長、青山委員、渡辺委員、川端委員、大鐘委員、清水委員 

（２）欠席 

なし   

 

４ 議題 

  北海道総合教育大綱の改定案について 

 

５ 議事 

  別紙のとおり 
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○事務局（吉川総務部次長兼行政局長） 

おはようございます。定刻になりましたので、ただいまから、令和６年度第４回北海道総合教

育会議を開催いたします。 

北海道総務部次長の吉川です。よろしくお願いいたします。 

開会に当たりまして、知事からご挨拶申し上げます。 

 

○鈴木知事 

皆さんおはようございます。総合教育会議の開催に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げ

ます。 

教育委員の皆様には、大変お忙しい中、ご出席をいただき、感謝を申し上げますとともに、

日頃から、本道教育の充実・発展にお力添えをいただいておりますことに感謝を申し上げま

す。また、本年もよろしくお願い申し上げます。 

さて、１０月に開催をさせていただきました前回の会議でございますけれども、北海道総合

教育大綱の改定の素案について、提案をさせていただいたところでございます。 

各委員の皆様方から具体的な修正案とともに、教育分野と他分野の連携が重要である、

大綱の実効性を上げる必要がある、といった大変貴重なご示唆をいただいたところでござい

ます。 

こうしたご意見も踏まえながら、道として大綱の素案をまとめ、昨年末、これは１１月２６日

から１２月２５日にかけてでありますけれども、子ども向けのわかりやすい資料も作成をした上

で、パブリックコメントを実施させていただきました。そして、このパブリックコメントを踏まえて、

この度、事務局におきまして、改定案をまとめたというところでございます。 

本日は素案からの変更内容について、このパブリックコメントの結果ですとか、今後の取組

などとともに、説明をさせていただくというところでございます。 

また、並行して検討を進めてまいりました北海道こども計画、この案につきましても、ご報告

をさせていただきます。 

教育の充実は北海道の未来を担う人づくりにおいて、最も力を入れて取り組むべきことの

１つでございます。こどもまんなかの考えのもと、「学び」と「育ち」両方の政策を緊密な連携

のもとで推し進めて、子どもや若者の健やかな成長を社会全体で後押しをしていかなけれ

ばなりません。 

そのための指針となるのがこの大綱であります。この大綱がより充実し、実効性のあるもの

となるよう、ぜひ今回も忌憚のない皆様からのご意見をいただければというふうに思います。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

  

○事務局（吉川総務部次長兼行政局長） 

ありがとうございました。 

知事からお話がありましたが、本日は、事務局からパブリックコメントの結果や素案からの変
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更内容、今後の取組などについて説明をさせていただきまして、その後、保健福祉部で策定を

進めております北海道こども計画案の状況についてもご報告させていただきます。 

それでは、北海道総合教育会議の運営に関する要綱に基づきまして、ここからの進行は議

長であります知事にお願いいたします。 

 

○鈴木知事 

  それでは議長を務めさせていただきます。 

本日もよろしくお願い申し上げます。 

はじめに、山本総務部長の方から、北海道総合教育大綱改定案についての説明をお願い

いたします。 

 

○事務局（山本総務部長） 

  総務部でございます。 

北海道総合教育大綱改定案について、お手元の資料をベースにご説明させていただきま

す。 

資料１から５までございますけれども、私の方からは資料１から４までご説明させていただき

ます。 

資料１に基づいてご説明させていただきますけれども、資料２は本日お示しさせていただい

ている大綱案の概要、資料３は大綱案の本体、資料４は素案から案への変更点について対比

表という形でお示ししてございますので、２から４については後ほど参照していただければと思

います。 

資料１の１ページをご覧いただければと思います。 

これまでの会議でもご説明させていただいておりますけれども、繰り返しになりますが、国の

教育振興基本計画、それからこども大綱に基づく施策と相互に連携を図りながら推進される

ことを受けまして、道におきましても、総合教育大綱の改定に向けた検討に当たりまして、「育

ち」に係る子ども施策を定める「（仮称）北海道こども計画」の策定と相互に連携を図りながら

進めているところでございます。 

２ページをご覧いただければと思います。 

改定の進め方についてでございますけれども、１０月３０日の第３回総合教育会議におきまし

ては、大綱の改定の素案をお示しさせていただきまして、協議を行っていただいております。そ

の後、道議会に１１月２５日に素案を報告いたしまして、子ども向けを含めたパブリックコメント

を経て、この度、大綱案を取りまとめているところでございます。本日ご協議をいただきまして、2

月に開会予定の第１回定例道議会で報告をいたしまして、年度内に改定を決定しまして、４月

１日に施行する予定でございます。 

資料３ページをご覧いただければと思います。 

一般向けパブリックコメントの結果についてご説明させていただきます。意見募集期間は、一
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番上段にありますとおり、昨年１１月２６日から１２月２５日の１ヶ月間をかけて行いまして、１４６

の個人、団体から３１９件の意見のご提出をいただきました。これらにつきまして、素案の修正

意見に係る主なものを下段に記載してございます。ご意見に対する修正案については、後ほど

ご説明させていただければと思います。 

次に４ページ目をご覧いただければと思います。 

パブリックコメントの意見のうち、大綱への反映は行わないものの、今後の取組の参考とする

主なものを記載させていただいております。例えばでございますけれども、上から１件目、大綱

全体に関しまして「より実効性を持たせることが重要」といったご意見、また４件目の「働き方

改革に確実に繋がる業務削減を求める」といったご意見をいただいておりまして、これにつきま

して今後の施策の推進に当たっての参考とすべく、関係部局や教育庁と共有してまいりたいと

思います。 

５ページをご覧いただければと思います。 

子ども向けに実施いたしましたパブリックコメントの結果についてでございます。募集期間

は、一般向けと同じく１ヶ月間でございます。ウェブ上の回答フォームに入力して回答いただく

形式で実施いたしまして、小学生１２人、中学生２４３人、高校生４１人、合計２９６人の方からご

回答いただいたところでございます。アンケートといたしまして、基本理念に関することで特に大

切だと思うことを選択してもらっております。一番左の「どの地域に住んでいても、よい教育を受

けることができること」が最も多く選択されたという結果になってございます。 

６ページご覧いただければと思います。 

上段の基本指針Ⅰに関することでございますけれども、左から２番目の「自分のよさや可能

性を認め、他の人もお互いに認め合うことができる人を育てること」が最も多く選択されたとい

う結果になってございます。 

下段の基本方針Ⅱにつきましては、左から３番目の「いじめの発生を防ぎ、いじめを早く発

見し、対応すること」、これが最も多く選択されたという結果になってございます。 

７ページをご覧いただければと思います。 

上段の基本方針Ⅲについてでございますが、左から２番目、「地域の産業を支える人を育て

ること」が最も多く選択されてございます。 

また、下段の基本方針Ⅳにつきましては、一番左の「子どもから大人まで、何度でも学ぶこと

ができる環境をつくること」が最も多く選択されたという結果になってございます。 

８ページをご覧いただければと思います。子ども向けのパブリックコメントでは、１２１人から 

１４３件の自由意見の記載がありまして、その主なものをまとめてございます。後ほどまたご覧い

ただければと思います。 

資料の９ページをお願いいたします。パブリックコメントの意見を踏まえまして、先ほど申し上

げましたけれども、素案から変更した内容についてご説明させていただきます。１点目でござい

ますけれども、基本理念に関しまして、「総合教育大綱が北海道こども基本条例に即したもの

であることを明記すべき」いうご意見を頂戴いたしました。基本理念のマルの２つ目の文頭に、
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（仮称）北海道こども基本条例の精神にのっとることを追記してございます。なお、この条例は、

道議会への提案前であることでございますので、追記は条例成立を条件として、大綱案では

括弧書きとしております。 

２点目といたしましては、基本方針Ⅰの「特別支援教育の充実」に関しまして、「インクルーシ

ブ教育システムの理念を踏まえ」の「踏まえ」というところにつきまして、これは「基づき」とすべ

きというご意見をいただきましたので、反映しているところでございます。 

１０ページをお願いいたします。 

３点目でございますが、基本方針Ⅱに関しまして、「へき地で学ぶ子どもたちの教育環境な

どを整えてもらいたい」というご意見をいただきました。これを踏まえまして、基本方針Ⅱの前文

に「学校の規模にかかわらず」ということを追記してございます。 

４点目でございます。基本方針Ⅱの「児童虐待の未然防止や早期発見・早期対応」に関し

まして、「医療機関も大きく関わっているので、連携先に追加してほしい」というご意見を頂戴い

たしまして、そちらを反映してございます。 

５点目でございます。基本方針Ⅱの「地域の特色を活かした多様な体験活動の推進」に関

するご意見に対しまして、現在の道教委の取組も踏まえまして、「青少年教育施設を核として」

という記述を追記してございます。また、「学校や家庭、地域等と連携・協働し」ということで修

正してございます。 

なお、その他の変更点といたしまして、パブリックコメントとは直接関係いたしませんけれど

も、表紙の副題に「一人ひとりの夢と希望へのチャレンジを応援」を現大綱から引き続き、記載

することとしてございます。以上を反映させました大綱案については、お手元の資料３にござい

ますので、またご覧いただければと思います。 

最後１１ページをお願いいたします。 

大綱の推進に関する今後の取組の案についてでございます。前回の総合教育会議におきま

して、委員の皆様から、大綱を現実味のあるものとすることや、教育分野以外との連携の重要

性についてご意見を頂戴したところでございます。こうしたご意見を踏まえまして、「今後の取

組案」に記載のとおり、大綱改定後の令和７年度から、大綱で掲げる取組の進捗状況や、部局

間連携の状況を取りまとめまして、総合教育会議でご報告させていただくこと、また、関係部局

や教育庁で、先進的な取組を共有するとともに、取組に当たっての課題などを洗い出し、対応

の方向性を全庁的に協議すること、必要に応じまして、総合教育会議で課題を踏まえた取組

の方向性をご協議いただくこと、こうした新たな取組を考えてございまして、部局間の一層の連

携のもと、大綱の実効性を高めてまいりたいと考えてございます。 

説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

○鈴木知事 

説明ありがとうございました。 

総合教育大綱の改定に当たっては、北海道こども計画の策定と相互に連携を図りながら進
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めてきたところでございます。 

次に、野澤子ども応援社会推進監の方から、（仮称）北海道こども計画案についてのご報

告をお願いいたします。 

 

○野澤子ども応援社会推進監 

  皆様、おはようございます。 

子ども応援社会推進監の野澤です。 

私からは本日３点ご報告させていただきます。お手元に配付されております資料５というもの

をご覧いただければと思います。 

まず１つ目ですが、本年４月開始を目指して策定作業を進めております北海道こども計画

（案）についてです。策定の根拠というところに記載していますが、こども計画は、令和５年４月

に施行されましたこども基本法を根拠に都道府県、市町村が策定するものとなっております。

計画の内容ですが、こども計画の実施を通じまして、道が目指す姿として、「こどもまんなか社

会」の実現を掲げようとしているところです。 

「こどもまんなか社会」というのは、こども基本法の理念ですが、こども・若者が個人として尊

重され、自分らしく幸せな状態で成長し、生活できる社会であり、そうした社会の実現は、こども

を産み、育てたいと考える個人の希望が叶うことにつながり、ひいては、少子化・人口減少の流

れを変えることにもつながるものであると考えております。この目指す姿の実現に向けた基本

目標といたしまして、「こども・若者が個人として尊重され、自分らしく幸せに成長できる地域社

会の実現」、「こどもを産み育てたいと考える個人の希望が叶えられる地域社会の実現」の２

つを規定しまして、それぞれ指標を設定しているところです。計画期間は令和７年度から１１年

度までの５年間となっております。来年度以降、計画に盛り込んだ目標や施策の進捗状況を年

度ごとにしっかりとフォローしてまいりたいと思っております。 

続きまして、２ページをご覧いただければと思います。 

現在制定作業を進めております北海道こども基本条例案についてです。制定の趣旨です

が、本条例案はこども基本法をもとに、道のこども施策の基本理念や道の責務、保護者、学校

関係者、事業者、関係団体の役割、基本的施策などを定めることで、社会全体でこども施策を

総合的、計画的に推進しようとするものです。 

条例の内容というところですが、基本理念といたしまして、生きる権利、意見尊重など、こども

の権利条約の４原則を定め、また、基本的施策として、こどもの意見反映や社会参加の促進、

こどもの権利の周知・擁護などを規定しているところです。道として、こうした条例を制定するこ

とで、こども施策を安定的、継続的に実施できるようにすること、それから道の基本理念を道民

の皆様とも広く共有し、関係者と連携することで、施策の推進力を高めることなどの意義があ

ると考えておりまして、４月１日施行を目指しまして、議会手続等を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

続きまして、３ページをご覧いただければと思います。 
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最後に、これまでご説明申し上げましたように、ここ1、2年の間にこども基本法の施行をはじ

めといたしまして、様々な取組が進められておりますが、こうした状況が道内の子どもたちにど

れだけ認識されているか、調査をしておりますので、その結果について共有させていただきま

す。 

子ども政策局では今年度、教育庁をはじめとしました関係部局と連携いたしまして、道政全

般について、オンラインと学校訪問の２つのルートで、道内の小学生、中学生、高校生の意見を

聴く取組を実施しています。 

オンライン調査では、道内の子どもたちから１６００件を超える回答をいただいたところです。

その中で、こども基本法の認知度について聞きましたところ、左側のグラフですが、「詳しく知っ

ている」と答えた方が1.9％で、「知っている」と合わせても約１割に留まる状況です。 

また、学校を訪問しまして、子どもたちと直接意見交換する取組の中で、「こどもの意見を聴

く場が必要だと思うか」について聞きましたところ、右側のグラフですが、「必要だ」とする回答

が 97％となっております。理由も聞きましたところ、「こどもも社会の一員だから」「おとなだけ

でなく、こどもの意見も必要」「今回の取組に参加して楽しかった」「他の人の意見を聴けて考

えが広がった」などの意見が出されたところです。 

これらの調査結果を踏まえますと、条例が制定された後になりますが、来年度以降、子ども

や子どもの周囲の大人に子どもの権利について周知する取組を進めていきたいと考えており

ます。 

また、子どもの意見を政策に反映する取組につきましても、意見を聴く方法や、あるいは特に

障がい児や、不登校児など社会の中で声を聞かれにくい状況にある子どもとのやり取りをどう

していくべきか、などについて、さらに検討を重ねまして、来年度以降も関係部局と連携し、取

組を進めてまいりたいと思っております。以上でございます。 

 

○鈴木知事 

  ありがとうございました。 

それでは、大綱改定案などについて、教育委員の皆様からご意見をいただきたいと思いま

す。順番につきましては、青山委員、渡辺委員、川端委員、大鐘委員、清水委員の順で、ご発言

を皆様からいただければというふうに思います。 

それでは最初に、青山委員からお願いいたします。 

 

○青山委員 

  青山です。 

北海道総合教育大綱（案）の資料の9ページ、基本方針Ⅱの「学校における働き方改革の

推進」、「教員の確保と資質向上」というところで、パブリックコメントにもありましたが、子どもた

ちが楽しみにしている行事の時間をはじめ、楽しい学校となる時間の確保は必要なんだけれど

も、働き方改革が先に進んでしまって、それで時間がどんどん削除されているというのは、やは
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り保護者としても駄目なことですし、行事があるから頑張って学校に行こうという子どももいる

と思いますので、ぜひその両立は考えていただきたいなと思います。 

また、効率重視のつまらない学校や教育になってしまっているというようなコメントもありまし

たので、やっぱり現場の先生も子どもと同じように声が反映するようなものを私は求めます。 

また、教員の皆さんのやりがいとか、楽しさとか、ウェルビーイングに繋がる取組の対策、これ

は教員の確保につながっていくのではないかなと思いますので、やりがいを持って働かれてい

る先生はたくさんいらっしゃると思うんですけども、その声が届くような採用活動に結びついて

いけたらなと思います。 

それからベテランの先生方を含めた、働き続けられる職場環境の見直しという声が上がって

いましたので、長く働き続けられる環境ということも改めて考えて見直しをしていただければな

と思います。以上です。よろしくお願いいたします。 

 

○鈴木知事 

  ありがとうございます。 

今お話にあったような行事時間との両立ですとか、学校の教職員の皆さんの確保に対する

こと、また以前もご発言いただいている学校自らの取組、大変貴重なご意見をいただきました。

今後の取組をしっかり進めていければというふうに思います。 

それでは次に、渡辺委員の方からよろしくお願いいたします。 

 

○渡辺委員 

  教育委員の渡辺でございます。 

私の方からは、前回の会議で意見は申し上げました。今回は所感のみ述べさせていただき

たいと思います。前回申し上げたことではございますけれども、北海道教育大綱の各項目間で

の横断的な取り扱いであるとか、実際の人員の配置というものも含めて、柔軟かつ風通しの良

い、またインテリジェンスに富んだ運用が求められて、難しいところもあると思われますが、よろし

くお願いいたします。 

また、大綱そのものについても、確かな理念に基づいた柔軟な運用と新たな発想を取り入れ

ることのできる器の大きさも持っていただきたいと思います。それに関して、鈴木知事をはじめと

した関係各所の皆様には、十分なご指導をいただきたいと存じます。 

多様性という理念がございますが、こちらを教育に照らし合わせて、そして一面からの見解

ではございますが、私なりに申し上げますと、公正さに基づいた個別最適な教育ということにな

るかと思います。これは特別支援教育しかり、インクルーシブ教育しかりでございます。 

先だって、全国都道府県教育委員会連合会に出席してまいりました。そこでインクルーシブ

教育ということについての海外調査の報告がございまして、その中で出てきた言葉です。

Special Education Needs という概念があるそうです。特別な教育の必要性ということで

す。障がいがある、こういったことが前面に出ている現状がありますがそれに対して、障がいが



 

9 

あるということがまず意識されるのではなくて、支援的な内容が必要だから当てはまる教育を

考えるということです。当たり前のように見えますが、これが一般的な概念だそうです。障がいの

あるなしが意識されるのではなくて、本人に必要な教育を提示する、そういった考え方というこ

とでした。このような方向性というのは、大綱に落とし込んでいけるのではないかと考えており

ます。 

最後になりますが、この度の北海道総合教育大綱には、新しく盛り込まれた事柄がたくさん

ございます。これらは、これまで教育に関わった皆様の長きにわたる努力によって今ここにある

ことを確認させていただきたいと思います。先ほどご説明いただいた北海道こども計画は、ウェ

ルビーイングを重視するということもございましたが、こういったことも含めて、子ども中心と打ち

出される遥か前から、子ども中心に尽力された皆様がいらっしゃるわけで、学校現場や地域で

努力された皆様、関係各所の皆様、そういった皆様の努力を決して忘れることはないと存じま

す。以上でございます。 

 

○鈴木知事 

  ありがとうございます。 

これまでのそういった教職員の皆様をはじめとする皆様の努力、これをしっかり受け止めな

がら、取組を進めるということは重要だと私も思っております。 

また、先ほどのご報告のところでもご説明をさせていただきましたけれども、この推進体制の

重要性について、改めてお話をいただきました。今後もしっかり連携をして取り組んでいく必要

があるというふうに思います。 

また、障がいの有無ではなくて、何が必要とされるのか、こういう視点での重要性についても

ご指摘をいただいたというところでございます。大変貴重なご意見をいただき、ありがとうござ

います。 

それでは次に川端委員の方からよろしくお願いいたします。 

 

○川端委員 

  川端です。 

今回で4回目となりますが、私たち委員の意見を反映していただいておりますことと、今回パ

ブリックコメントで一般の方、子どもたち、小学生から高校生までの幅広い意見を反映していた

だいていることに感謝を申し上げます。特に私も青山委員と同じように、子どもたちのコメントの

中から、やはり先生方の働き方改革が先に進んでしまって楽しいことが減っている、コロナ禍で

運動会が午前中だけになってしまった、そのために、徒競走だけで終わっているみたいな状況

も聞いておりますので、子どもたちにとって楽しい行事がどうあるかということを、子どもたちと

意見交換ができて、進んでいってほしいなという思いもあります。 

また、コメントの中には、「地域スポーツの移行とともに、楽しいスポーツであってほしい」とい

う意見がありました。どうしても勝利主義になってしまっていて、それにおいて、何となくスポーツ
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ができないという子どもたちもいると言っているところを感じるようなコメントもありましたので、

その辺も具体的に進んでいければいいのかなというふうに感じております。 

基本方針Ⅰのところで「地域に誇りを持っている人が少なくなっているのではないか」という

子どもの意見がありました。これは自分のことを意味しているのか、大人たちを見て思っている

ことなのか、どちらなのかなというふうに感じるコメントではありましたが、情報がたくさん、簡単

に収集できるにもかかわらず、自分たちの地域の本当の持っている意味、私たちは今現状地

域に根づいた教育をしましょうということで、色々な取組をしておりますが、外と比べていない、

実はこの北海道にしかないこと、自分の知識にしかないことというのが比べられてなくて、落と

し込めてないのかなという内容を感じるものもございました。 

また、いじめについての基本方針Ⅱのところについても、本当に子どもたちはそこを聞き取っ

てほしいというようなコメントもございました。色々な環境があって、進んでいく中でどう接してい

って拾い上げていくか、大変なところかと思いますし、また先生に対しての心配する心遣いと言

うのでしょうか、触れられるようなコメントがあり、もしかすると答えた生徒は自分の両親が教員

であるのかなというふうに察するような内容もございました。私たちは教員に受け持っている生

徒のことを見守ってくださいと色々お願いをしていますが、自分のお子さんは、その場になかな

かいてあげることができない親御さんもいるということをしっかりと受け止めて、考えていかなく

てはいけないのかなというようなことも感じておりました。 

全体的には非常によく落とし込んでいただいておりますし、インクルーシブに関しても、守って

あげるもの、でも一緒に受け止めている、いわゆる障がいがあるなしというところではなくて、自

分に必要なものをどうするかというところでは、よく言われる障がいがある子どもたちだけに特

化するのではなくて、一緒に生活している子どもたちもしっかりと見守っていかなくてはいけな

いというところでは、渡辺委員がおっしゃるような海外の見方というのを十分に把握する必要性

があるかなというふうに考えております。 

夢や課題、色々新たな発想で挑戦する子どもたちになるよう、私たちがお手本となってこの

大綱の内容を含めて進めていけることを切に願って、コメントとさせていただきます。以上です。 

 

○鈴木知事 

川端委員、ありがとうございました。 

先ほど報告の中でもお話をさせていただいたんですけども、今回のことだけではなくて、北

海道総合計画ですとか、様々な場面で小学校、中学校、高校をはじめとする子どもたちの声を

聞こうということで、道政の推進において行っています。実際、具体的に今触れていただいたよ

うに、その子どもたちがどう思っているのかということをしっかり把握した上で、教職員の皆様、

子どもたちの声、こういったものをしっかり反映させていくという意味では、これまでにない形で

今回取組をさせていただいた我々も多くの気づきをいただきました。 

また、私としても、北海道総合計画のときもそうだったんですけれども、子どもたちからそうい

った機会が必要だ、よかったと言っていただいた声もかなりいただいていまして、今までこういっ
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た点がやはり必要とされていた中、なかなか実現ができなかった点であったなという点もある

意味で我々もしっかりと受け止めていかなければならないというふうに思っています。 

具体的に働き方改革の取組が先に進んで、楽しいことが減ってしまっているという話、また地

域の誇りに対する冷静な受け止めをどう考えていくのか、またいじめのお話とともに、先生ご自

身のお子さんに対する視点も大事だよね、ということでもお話をいただきました。いずれにして

もしっかり、この子どもたちがせっかく声を上げていただいたことも含めた中での進捗管理も含

めて、しっかり行っていく必要があるというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

それでは次に大鐘委員の方からよろしくお願いいたします。 

 

○大鐘委員 

  大鐘です。よろしくお願いいたします。 

資料１と、それから資料３を対照するような形でお話しさせていただきたいというふうに思い

ます。まず資料１の２ページ、大綱改定の進め方ということで、策定段階で詳細に記載されてお

りまして、これまで大綱の内容・表現について、段階的に十分な議論の手続きを尽くしてこられ

たというふうに感じております。心から感謝申し上げたいと思います。 

実効性を高める前提として、策定段階を丁寧に、着実に進めていくことが何より必要条件で

はないかなと私は考えております。すでに最終段階に入っておりますので、先ほどのご説明にも

ありましたけれども、資料１の１１ページには、今後の取組ということで、実施過程に向けた取組

の方向性が書かれておりますので、このとおり進めていただければというふうに思います。進捗

状況につきましては、点検評価を組み入れて、やっていただきたいというふうに思っております。 

道民の方々からパブリックコメントが出ておりますので、いくつか具体的な観点から実施に向

けての意見を申し上げさせていただきたいというふうに思います。 

資料1の４ページの基本方針Ⅰのグローバル人材の育成というところでございます。パブリ

ックコメントが寄せられておりまして、資料３の１１ページの最後に、多文化共生社会に向けた環

境の整備が記載されております。一番最後の行に、「互いの文化や生活習慣を理解・尊重する

意識を深めるための取組」ということで、具体的にはやはり、日本語指導体制の整備が急務で

はないかなというふうに考えております。文化としての日本語、また文化としての相手言語を尊

重するということを前提として、日本語指導の教育的理念を作り出すとともに実際的な日本語

指導に向けた環境整備をお願いしたいというふうに思っております。  

それから、基本方針Ⅱの学校における働き方改革の推進でございます。これは先ほど青山

委員と川端委員がおっしゃいました。資料３の９ページに記載されております。これは実際にど

のような実施段階に進めていくかということですけれども、やはり、働き方改善の最終目的、先

生方のやりがいとか、生きがいとか、そういった最終目的を確認しながら、個々の取組だけでは

なくて、常に目的を意識しながら個々の取組を推進していく、働き方の全体像を描き出した上

で、その過程をたどっていくことが大切だと感じております。 
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資料１の４ページに戻りまして、基本方針Ⅳのスポーツ活動の振興でございます。 

これは資料３の１３ページの最後に書かれております。最初の方で、地域住民の健康と生きが

いの充実について、その後で、中学校等の運動部活動の地域移行について書かれておりま

す。実施に向けましては、子どもたちも地域住民に含まれておりますことから、地域住民と中学

校の部活の地域移行を一体的に考えていくという視点も必要ではないかなというふうに思い

ます。施策の総合化という全体的な視点から個々の問題を集合させることで、関係機関の機

能の効率化と実効化が図られて、地域全体の健康や生きがい、体力の増進につながるのでは

ないかなというふうに考えております。 

最後になりますが、パブリックコメントで子どもたちからの声が寄せられております。資料１の

８ページに主な自由意見ということで子どもたちの意見が掲載されておりますが、全体を見ま

すと、子どもたちがそれぞれの地域の生活の中で生きていて、地域性や文化の存在を強く感じ

ているということを実感いたしました。したがって、それらを知識として理解するという学習活動

は、最初の段階としてはもちろん必要なんですけれど、その次の段階に子どもたちが自らの環

境として、それらを大切に育て、継承するという行動的視点も重要だと感じております。ふるさと

教育の一環として、すでに実践されている事例が全道にありますので、地域創生の観点からも

行動としての地域文化の尊重と継承について、子どもたちの参画を促すような施策の推進を

お願いしたいというふうに思います。以上です。 

 

○鈴木知事 

  ありがとうございます。 

それぞれ具体的な項目についてお話をいただきました。まず、前回も今回も、多くの方からご

指摘いただいている、この大綱策定後の実効性、これをしっかり進めるべきであるということ。ま

た、これまでの議論の進め方についても一定の評価をいただいたところです。それぞれの学校

における働き方改革の推進、多文化共生社会に向けた環境の整備、スポーツ活動の振興のそ

れぞれの項目については、具体的なご示唆をいただいたところです。学校における働き方改革

の推進については、先ほど青山委員、川端委員の方からもお話があったことに加えて、全体像

を把握した上で、個々の取組を進めてほしいというお話がございました。多文化共生について

も日本語指導などの重要性についてのお話がございましたし、またスポーツ活動の振興の地

域移行についての部分についてもご示唆がございました。これらについて貴重な意見としてい

ただきました。 

また、パブリックコメント全体の中では、地域文化に対する点について、自らの地域文化の知

識からさらに行動に移していくというところの重要性についてご発言をいただきました。こういっ

た点などについても、子どもたちから寄せられた声にしっかりと期待に応えられるような取組を

展開していかなければならないというふうに思っております。これからもよろしくお願い申し上げ

ます。 

それでは、清水委員からよろしくお願いいたします。 
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○清水委員 

清水です。 

今まで４回の議論を重ねてきまして、全体として力強いメッセージ、方針になったのではない

かというふうに考えております。従前の繰り返しになりますけれども、北海道の最大の問題とい

うのは、人口減少ですとか、少子高齢化、広域分散化、これが北海道の最大の特徴であり、問

題点と認識しております。これによりまして今後、地域社会、地域における教育の機会均等です

とか、学びの質を保障するというのが難しい時代に入ってくる、これが基本認識にあります。 

他方で、北海道には雄大な自然があります。そして、特色のある文化があり、地域資源を生

かした産業があり、これは世界に誇るものです。この北海道の問題点、それから魅力、資源、こ

れがまさに求められる人間像に結びついていると思います。チャレンジで夢を叶え、新たな発想

で挑戦してほしい、つまり、北海道の問題点というのを後ろ向きに捉えるのではなくて、こういっ

た問題に果敢に取り組んでいく、困難な時代に、力強く北海道を引っ張っていく、こういう人材

を私たちは育てたいという力強いメッセージになっていると思います。求められる人間像という

のは、抽象的な概念ではなくて、北海道の具体的な問題点、それから魅力を踏まえた具体的な

像として明示されたというところはとても良い点だと思います。 

次に、基本方針についてですけれども、今回の最大の特徴というのは、教育部門とそれ以外

の部門が協力をして、子どもを誰一人取り残さないというところに特徴があると考えておりま

す。 

今子どもが取り残される可能性がいたるところにあります。広域分散化、地方での教育の質を

確保する、機会均等を確保するというのが難しい困難な時代において、地域格差による取り残

しという問題もありますし、都市部においても家庭の問題ですとか、地域の問題によって子ども

が取り残されるという可能性もあります。特に基本方針Ⅱにおいては、従前の教育部門ではな

かなか対応が難しい問題ですとか、なかなか配慮が行き届かないところ、ヤングケアラーの問

題ですとか、いじめ・不登校、子どもの貧困対策、こういったところにも目を配り、そのために北

海道こども計画を策定して、教育大綱と連携しながら、そして部門の垣根を越えて子どもたち

を取り残さないために政策を進めていくという力強いメッセージになったのではないかと思い

ます。実効性につきましても、今後検証を重ねていくということですから、学校の内外の問題に

ついて私たちは誰一人子どもたちを取り残さないということが明確に具体的に少し力強く示さ

れたというところも評価したいと思います。 

そして、注目したのは、やはりパブリックコメント、特に子どもたちからの意見表明です。こども

基本条例においても、こどもまんなか社会、子どもが権利の主体であるとあり、子どもの意見を

受け入れながら一緒に大綱を作っていく、この姿勢、手続というのが重要だと思います。子ども

の立場からしても、自分たちの知らないところで大人が大綱を作成して、自分たちはそれに乗

っかっていくということではなくて、自分たちも作り上げていく、参加していくということが重要だ

と思います。手続的にもそういった手続きを踏まえ、しかも多くの意見が寄せられました。特に中
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学生からは、かなり多くの意見があったということで、この大綱を作っていく上の手続き的にも

子どもの意見を反映しているところでも、私たちはそういったことにも配慮しながら、子どもたち

も含めて作り上げていくんだというところは積極的に評価したいと思います。 

４回の議論を重ねてきましたけれども、今後数年間の大きな方向性を示す重要な大綱にな

りますので、良いものができたのではないかというふうに考えております。後は実効性の問題で

すけど、そこについては、色々なところで配慮・検証をしていくということですので、今後政策が

進められていくということに期待したいと思います。以上です。 

 

○鈴木知事 

  ありがとうございます。 

求められる人間像については、これまでの議論の中でも様々、委員の皆様からご発言をい

ただいた中で、先ほど冒頭お話のあった北海道の課題であり、北海道が有する魅力も含めて、

しっかり明確に打ち出したことに対する一定の評価のお話もいただきました。ありがとうござい

ます。 

また、基本方針Ⅱの誰一人取り残されない子どもの学び・育ちの環境という点については、

今後ともしっかり教育、保健福祉、その他の部局においても、しっかり連携して取組を進めてい

くということが重要であるというふうに考えております。また、パブリックコメントについてもお話

をいただきました。本当に多くの子どもたちが参加をして、声を上げていただけたということは

非常に私も率直にありがたいというふうに思いますし、先ほど申し上げたような北海道総合計

画や今回のこともそうなんですけど、我々自身も皆さんにお話をいただくに当たっての様々な留

意事項を踏まえて、できるだけこの意見が表明しやすいあり方というのを、工夫をしながらやっ

てまいりましたので、ここもさらに追求していく必要があるのかなというふうに思っております。 

推進体制、実効性の話も、清水委員だけではなくて、全ての方から少しずつ言及をいただき

ましたので、大事なのは、総合教育会議そのものもそうなんですけれども、やはり教育部局と知

事部局がしっかり連携をして、より実効性を上げて進めていくことが重要だと思っておりますの

で、この点、重ねてしっかり対応していきたいというふうに思います。ありがとうございました。 

それでは、それぞれ皆様からご発言をいただいたところでございます。他の委員の皆様から

のご発言をいただいた中で、委員のご意見に対する感想でもいいですし、他の委員の意見を

聞きながらこれを言いたかったなということを思い出した、ということも含めて、何かございまし

たらぜひ、挙手いただければというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

○渡辺委員 

  渡辺でございます。 

北海道こども計画案、先ほどご説明いただいたものの周知等の現状というところが資料５の

3ページにございました。こちらを見て思うところがございまして、「こども基本法を知っている

か」という内容がございます。知らない方がやはり多い。「こどもの意見を聴く場は必要だと思
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うか」という問いに対するご意見が肯定的であるにもかかわらず、「こども基本法を知っている

か」の質問では、詳しく知っている方が一定程度いる、これは専門の方が多いのかなと思いま

すけれども、「知っている」「聞いたことがある」ここも多いんですけれども、やはり57.6％の方

が聞いたことがないと。周知ということに関して、こういったことはとても重要なことだと思います

し、周知ということそれ自体が社会を変えていくという基本的なところであると思いますので、こ

ちらの方については、知事部局の皆様にお任せするようなことなので、それをお願いしたいと思

っております。 

 

○鈴木知事 

  渡辺委員からまさにご指摘いただいたとおり、まずこういう厳しい実態を我々がしっかり受け

止めた上で、今まさに計画を作り上げて、その内容について、しっかり当事者の皆さんが理解し

ていないことには、それはいけないというのはまさにそのとおりだと思っております。 

この点にしっかり力を入れて、より取り組んでいかなければならないということは、この結果

からも表れていると。大事なことはそこをしっかり、至らない点も含めて、我々が明らかにして受

け止めて、その必要な対応を取っていくということだと思っておりますので、委員からのご指摘

はしっかり受け止めたいというふうに思っております。 

他にございますか。 

 

○川端委員 

  川端です。 

私も渡辺委員と同様で、資料５の3ページになりますが、「こども基本法を知っているか。」と

いうことに対して、ほとんどが知らない。では、私たちは日本国憲法どこまで知っているかと言わ

れたら、実のところそんなに知らないはずなんですね。それと同じことを考えると、この権利自体

があることを知っておくだけでよくて、これがあるから大人たちはこうしてくれているんだ、という

のは逆におかしい話で、こどもまんなかですから、私たちが今作っている政策に対して実効性

のあるものを作っていきます。でも、それがあるからやってあげているんだということではないと

思うんですよね。これは海外なんかもそうですけど、こういう憲法があります、こういうルールが

あります。それを盾にとってだからこうしてください、みたいな裁判を最近よく耳にしたり、聞いた

りすると思うんですけども、基本的にはそういうことではなくて、こどもまんなかで、子ども、大人

が笑顔で明るく過ごしていくための基本的なところを定めていますよ、それに対してどうしてい

るよというところが、心が通う内容で伝わっていかなくてはいけないので、ただこの権利を周知

して、あるんだよということではいけないのかなと思っています。 

ちょっと理解がある中高校生になれば、その権利があるんだから、先生こうしてください、これ

はよく色々な問題点でも出てきますよね。子どもの方がちょっと上手で、先生方をそういうふうに

誘導していっている事案もいくつかあります。そういうことを踏まえると、私たちはこの周知に対

してどう取り組んでいくか、あるからするのではなくて、当たり前のこととして、子どもたちをどう
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やって私たちは見守って、大人にしてあげるか、そこの根本的なところをしっかりと忘れずに、う

まく周知をして、連携していくことが必要なのかなと思います。いずれ大人になったときに、こう

いうものがあって自分たちはこういうふうな背景で育ったんだよね、それが30歳になって気づ

いていいと思うんです。そこだと思うんですよね。子どものときから、この内容を知ることではな

い。比べられるのは自分が生きてきたときに出会った大人たちがどうであったかが、自分が大

人になったときに初めて比べられる材料であるということを踏まえて、私はここをお願いしたい

なと思っております。子どもたちにこれがなくても、私たちが温かい目で見て、声掛けができる社

会になってくれることを切に願います。以上です。 

 

○鈴木知事 

  ありがとうございます。 

  ちょっと象徴的な声というか、数字というか、そういったものでもありますので、様々な皆さん

の受け止めがあるということだと思いますが、今委員がおっしゃったように、「こどもまんなか」と

いうこの考え方については、まさに子どもももちろんなんですけど、その子どもを取り巻く我々が 

意識を変えていこうというところも主眼でありますので、一方でそういった子どもたちの声という

のは今まで聞いてこなかったというところが大きくあるので、今回、この数字自体は率直に受け

止めながら、社会的目的を達成するために必要な対策は何なのかということをしっかり考えて

いくことがとても大事かなというふうに思っています。本当にありがとうございます。 

他に何かございますか。よろしいですか。 

それでは、様々なご意見をいただきましたので、まずこのご意見をしっかりと受け止めて、今

後に活かしていきます。また何か会議の後、お気づきの点などがございましたら、ぜひ事務局の

方にお知らせいただければ大変ありがたいというふうに思います。 

それでは、中島教育長の方から、この大綱改定案全体を通じての発言をよろしくお願いいた

します。 

 

○中島教育長 

  ありがとうございます。 

  全体を通じてということでございますけれども、本日の大綱改定案、それから今後の取組の

考え方についてご説明をいただいたところでございますが、これまで数回にわたって開催して

まいりました総合教育会議での各委員からの議論、それからパブリックコメントの結果など道

民の皆様方からのご意見を十分に踏まえながらご検討いただいて、本日の大綱案になったも

のと考えておりまして、改めまして本日の大綱案をお示しいただいたことについて感謝を申し上

げたいと思います。ありがとうございます。 

  私としては、基本理念にも示されているところでございますけれども、人口減少と少子高齢

化といった中で、本道における様々な課題や社会情勢を踏まえながら、地域創生の観点なども

重視しつつ、教育の機会均等、それから学びの質の保障、こうしたものに取り組んでいくことが
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重要であると考えております。 

それから本日、北海道こども計画案についてのご説明もいただきましたけれども、「こどもま

んなか」の考え方のもと、「学び」に関わる教育施策、それから「育ち」に関わる子ども支援施

策、この両者を効果的に連携・協働させながら、北海道の将来を担う子どもたちの可能性を最

大限に引き出す教育を我々教育庁としても推進していくことが重要なことと考えております。 

 今後の大綱で示される理念、それから基本方針を十分に踏まえながら、教育庁として各取組

の実効性を高めてまいりますが、先程来、委員の皆様方、それから知事からもお話しがありまし

たけれども、やはり連携が重要だと思いますので、我々としても知事部局はもとより、市町村、そ

れから市町村の教育委員会をはじめ関係機関の皆様方としっかり連携しながら、関連施策の

着実な推進に努めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

○鈴木知事 

  ありがとうございます。 

  それでは、私からも先ほどそれぞれ委員の皆様のご発言に対してコメントもさせていただきま

したが、まずは、本年度４回にわたって総合教育会議を開催させていただきました。大綱の改定

につきましては、皆様にご協議いただいて、本当に多くの大変貴重なご意見をいただきました。

まずはこのことに対し、本当に改めて感謝を申し上げたいというふうに思います。本当にありが

とうございます。本日いただきましたご意見も十分踏まえて、この大綱の案を固めていきたいと

思っております。 

先ほど、冒頭ご説明をさせていただいたスケジュールのとおり、年度内に改定を決定していく

ということで考えておりますので、今後とも委員の皆様にはお力添えを賜りますようお願い申し

上げます。中島教育長の方からもお話しがありました連携が重要である、ということでありま

す。本日も各委員の方々から重ねてその点についてご指摘があったところであります。これはし

っかりと受け止めていきたいというふうに思っておりますし、多くの方のお声をいただきました。

パブリックコメントも含めて、こういった声に応えていくことがやはり重要になってまいります。大

綱に掲げる教育施策の充実をしっかり図っていきたいというふうに考えております。こういった

取組を進めていくことを皆さんと確認をし、本日の総合教育会議を終了させていただければと

いうふうに思います。本日も長時間、本当にありがとうございました。 

 

○事務局（吉川総務部次長兼行政局長） 

  以上をもちまして、令和６年度第４回北海道総合教育会議を終了いたします。 

ありがとうございました。 


